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板野保育園親子運動会
　9月28日（土）、板野保育園の園庭で「令
和元年度親子運動会」が行われました。
　園児237名が元気よく入場行進を行い、一
生懸命に走った徒競走や同じクラスのお友達
と力を合わせた団体競技、音楽に合わせて
踊ったお遊戯などさまざまな種目に取り組み
ました。
　3歳児が親子で参加したリレーでは、園児
も保護者の方も全力でバトンをつなぐ姿に声
援や拍手が送られ、運動会は大いに盛り上が
りました。

●板野町敬老会 �  2
●板野保育園園児募集 �  2
●板野町議会の新しい顔 �  3
●板野町議会だより �  4～5
●平成30年度決算　大切な税金の使い道 �  6～11
●お知らせ �  12～18
●町民スポーツ �  19
●ふるさと板野歴史散歩 �  20
●まちのうごき �  21
●町民カレンダー �  22・23
●はばたけ未来っ子（板野南幼稚園） �  24
●文化の館だより284 �  24



　

九
月
十
六
日
、
文
化
の
館
さ
く
ら

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
板
野
町
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
、
約
三
百
五
十
人
の
方
々
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
九
十
歳
、
米
寿
、
八
十
歳

の
節
目
の
方
や
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
及

び
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
、
祝
い

状
・
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
よ
る
敬
老
作
文
の
発
表
、
阿
波
木

偶
箱
ま
わ
し
保
存
会
に
よ
る
、﹁
三
番
叟

ま
わ
し
﹂
等
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
出

席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

板
野
町
で
は
現
在
﹁
第
五
次
板

野
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
﹂

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、

十
八
歳
以
上
の
町
民
の
皆
様
を
対

象
に
千
名
の
方
を
無
作
為
に
抽
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で

す
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、調
査
の
目
的
・

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無

記
名
で
、
調
査
結
果
は
統
計
的
に

処
理
す
る
と
と
も
に
、
本
調
査
の

目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
☎
六
七
二
―
五
九
八
〇

板
野
町

敬
老
会

板野保育園

令和 2年度 園 児 募 集

お問い合わせ　　板野保育園　☎ 672－ 2101　役場住民課　☎ 672－ 5984

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

 

調
査
の
お
願
い

募集人数　220名（0歳児～ 3歳児）
受付期間　11月11日（月）～11月22日（金）※土、日、祝日は除く
受付場所　板野保育園、役場住民課
受付時間　午前 8時30分～午後 5時15分
　　　　　※  4月入園は、期間内に申し込まれた方で利用調整を行い決定します。
　　　　　　 上記期間以降も申し込みは可能ですが、期間内に申し込みされた方を利

用調整したのちに、利用枠に余裕がある場合にのみ利用調整いたします。
該当する乳幼児
　・ 平成28年 4月 2日～平成31年 4月 1日までに生まれた幼児
　・ 平成31年 4月 2日～令和元年 7月31日までに生まれた乳児
　・ 板野町保育園設置及び管理に関する条例施行規則の規定により保育が必要な児童と認められる者
入園申込
　必要な書類は、保育園または役場住民課に用意しています。
　同一世帯で 2人以上の児童が申し込む場合は、それぞれの児童ごとに申込書を提出してください。
　詳しいことは、保育園・役場住民課でおたずねください。
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いたの　すがお
2019年11月号●　守ろう人権　みんなの幸せ　●



　

任
期
満
了
に
伴
う
板
野
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
、
十
月
六
日
に
町
内
六
个
所
の
投
票
所
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、六
四
．五
五
％
で
、町
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
即
日
開
票
さ
れ
、上
記
の
十
三
名
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
で
す
。

板
野
町
議
会
の
新
し
い
顔 

 

十
三
議
員

投 票 結 果
男性 女性 計

有
権
者
数

人

5,451
人

5,956
人

11,407

投
票
者
数

人

3,513
人

3,850
人

7,363

投 

票 

率

%

64.45
%

64.64
%

64.55

あいうえお順
敬称略

（10月6日時点）

奥
おく

尾
お

　周
しゆう

二
じ

／71
無所属／川端
農業／5

広
ひろ

田
た

　勝
まさ

己
み

／75
無所属／羅漢
会社員／7

吉
よし

岡
おか

　輝
てる

昭
あき

／76
無所属／大寺
無職／9

天
あ も う

羽　生
いく

美
み

／72
日本共産党／西中富
団体職員／6

大
おお

西
にし

　正
まさ

一
かず

／71
無所属／下庄
無職／4

根
ね

ヶ
が

山
やま

　昇
のぼる

／65
無所属／古城
無職／1

三
み

原
はら

　大
だい

輔
すけ

／41
無所属／犬伏
会社役員／1

犬
いぬ

伏
ぶし

　博
ひろ

昭
あき

／69
無所属／西中富
農業／2

西
にし

川
かわ

　　有
たもつ

／81
無所属／大寺
無職／6

水
みず

口
ぐち

　昭
あき

彦
ひこ

／65
無所属／大寺
会社員／5

東
とう

條
じよう

　昭
しよう

二
じ

／78
無所属／矢武
会社員／5

松
まつ

浦
うら

　　昶
とおる

／81
無所属／下庄
元会社役員／5

石
いし

田
だ

　　実
みのる

／68
日本共産党／古城
団体職員／8

氏名／年齢
党派／住所
職業／当選回数
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いたの　すがお
2019年11月号 ●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



板　 野　 町　 議　 会　 だ　 よ　 り
●令和元年第 3回定例会議案及び議決結果一覧表
   提出された議案、合計27案件を審議し、すべて可決（決定、認定、同意等）しました。

議案番号 議　　　　案　　　　名

報　告
第 1号

平成30年度　板野町土地開発公社決算状況の報告について
　 板野町土地開発公社理事長より決算状況の報告を町長が受け、地方自治法に基づきその内容を議会に報告
するもの。

報　告
第 2号

平成30年度決算に係る板野町健全化判断比率及び資金不足比率の審査の報告について
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、板野町監査委員の審査結果を議会に報告するもの。

報　告
第 3号

継続費精算報告について（財務書類作成業務委託事業）
　板野町一般会計の継続費に係る財務書類作成業務委託事業が完了したことを法令に基づき議会に報告を行うもの。

議　案
第 1号

消費税改定に伴う板野町条例の整備に関する条例の制定について
　消費税率改定に伴い公共施設等の使用料改定を行うために条例の制定を行うもの｡

議　案
第 2号

板野町特定教育 ･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の全部改正について
　上位法の改正に伴う条例改正と、本町幼稚園 ･保育園在園児主食費等の免除規定の整備を行うもの。

議　案
第 3号

板野町子ども ･子育て支援法に基づく過料に関する条例の一部改正について
　10月から新たに支援制度の適用となる無認可保育園についても本条例が適用されるよう整備を行うもの。

議　案
第 4号

板野町印鑑条例の一部改正について
　住民基本台帳法施行令改正に伴い、旧氏を用いた印鑑登録に関して条例の改正を行うもの。

議　案
第 5号

板野町税条例の一部改正について
　消費税引き上げにより地方税法 ･政令等が 10月以降に施行されることに伴い一部改正を行うもの。

議　案
第 6号

～

議　案
第13号

平成30年度　板野町歳入歳出決算認定について
　 一般会計／特別会計国民健康保険／奨学金貸与事業特別会計／住宅新築資金等貸付事業特別会計／後期高
齢者医療特別会計／介護保険（保険事業）特別会計／介護保険（介護サービス事業）特別会計／公共下水
道事業特別会計→平成30年度歳入歳出決算について､ 監査委員の意見を附し地方自治法の規定により議
会の認定を求めるもの｡

議　案
第14号

平成30年度　板野町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
　決算及び剰余金の処分について監査委員の意見を附し地方公営企業法の規定により議会の認定を求めるもの。

議　案
第15号

令和元年度　板野町一般会計補正予算（第 3号）
　既定の予算に7億589万円を追加し、予算総額を81億4,360万9,000円とするもの。

議　案
第16号

令和元年度　板野町特別会計国民健康保険補正予算（第 3号）
　既定の予算から533万3,000円を減額し、予算総額を18億814万4,000円とするもの。

議　案
第17号

令和元年度　板野町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第 1号）
　既定の予算に57万8,000円を追加し、予算総額を631万円とするもの。

議　案
第18号

令和元年度　板野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
　既定の予算に135万8,000円を追加し、予算総額を 1億6,818万円とするもの。

議　案
第19号

令和元年度　板野町介護保険（保険事業）特別会計補正予算（第 2号）
　既定の予算に3,887万9,000円を追加し、予算総額を13億9,146万8,000円とするもの。

議　案
第20号

令和元年度　板野町介護保険（介護サービス事業）特別会計補正予算（第 1号）
　既定の予算に648万4,000円を追加し、予算総額を1,400万5,000円とするもの。

議　案
第21号

令和元年度　板野町公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号）
　既定の予算に115万8,000円を追加し、予算総額を 3億6,168万5,000円とするもの。

議　案
第22号

板野町同報系防災行政無線デジタル化再整備工事に係る請負契約の締結について
　防災行政無線デジタル化再整備工事に係る請負契約の締結について議会の議決を求めるもの。

議　案
第23号

板野町教育委員会委員の任命に同意を求めることについて
　板野町教育委員会委員の任期満了に伴い、後任の委員の任命を行うにあたり議会の同意を求めるもの。

議　案
第24号

人権擁護委員の推薦に議会の意見を求めることについて
　人権擁護委員任期満了に伴い、後任の委員の推薦を行うにあたり議会の意見 ･同意を求めるもの。

お問い合わせ　板野町議会事務局　☎ 672－5991
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いたの　すがお
2019年11月号●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●



板　 野　 町　 議　 会　 だ　 よ　 り
　この議会だよりは、町民の皆様に議会の取組や議会の活動をわかりやすくお知らせすることを目的として、
広報活動について議会議員全員で話し合い、定例会等の内容及び結果を掲載しています。

●令和元年第 3回定例会並びに会議の開催状況について
   令和元年第 3回定例会を令和元年 9月 2日から11日までの10日間の日程で開催しました。

日　付 会　　議　　名 会　　議　　内　　容

8月26日 議会運営委員会 令和元年第 3回定例会開催協議

9月 2日
本会議 開会、会議録署名議員の指名、会期の決定、上程議案等の報告、町長の提

案理由の説明、監査委員による監査報告（平成30年度決算審査より）

全員協議会 事業内容報告、その他

9月 3日 産業建設常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

9月 4日 総務文教常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

9月 5日 厚生常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

9月10日 本会議 一般質問、議案審議（会期日程の変更）

9月11日 本会議 議案審議、追加議案審議、閉会

●令和元年第 3回定例会一般質問
　 9月10日の一般質問における質問者と質問内容は、次のとおりです。

質問順 質問者 質 問 事 項 質　問　の　要　旨

1 石田 　実 議員

1. 町営簡易耐火平屋建て住宅に
ついて

2.防災対策の視点
　河川の浚

しゅん

渫
せつ

について

① 自然災害があった場合の修繕対策はどのようにするの
か。
② 単身世帯で住んでいる人が耐火構造式住宅への公募
時に申込みは可能か。

① 黒谷川、大坂谷川などの河川を調査し土砂の堆積、木、
草の除去等浚

しゅん

渫
せつ

工事を県に強く申し入れてほしい。

2 天羽 生美 議員

1.排水路の清掃について

2. 集会所に対する住民負担につ
いて

3. 町の臨時職員の待遇改善につ
いて

① 住民が清掃するのが困難と思われる場合でも、「町
独自では清掃できない」との機械的な対応でよいと
考えているか。
②藍住町は、町が清掃しているが、どう思うか。

① 各地域にある「集会所」の存在理由は集会などの自
治活動にあると考えるが、間違っているか。
② 集会所を管理する経費を住民が負担しているところ
があるが、その根拠について説明を。

① 会計年度任用職員への移行について、正職員との格
差を縮める方向で他町村より一歩前を行く決意を。
（子育て支援日本一の町をめざす立場から）
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いたの　すがお
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平成30年度決算
一　般　会　計

【歳入】73億8,222万円　　【歳出】65億9,601万円

大切な税金の使い道

　平成30年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の 9月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについての
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
※ 1万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

◦お問い合わせ◦
総務課　☎672－5980

町税の内訳
町民税（個人） 5億3,082万円 （3.5％増）
町民税（法人） 1億5,493万円 （17.2％減）
固定資産税 7億2,250万円 （1.4％減）
軽自動車税 4,899万円 （3.4％増）
町たばこ税 1億279万円 （8.1％減）
合　計 15億6,002万円 （2.0％減）

※　（　　）内は前年度比

町民 1人当たり
納税額 115,583円 （1.5％減）
歳出額 488,702円 （19.2％増）

※　（　　）内は前年度比
平成31年 3月31日現在　人口13,497人

1世帯当たり
納税額 275,720円 （3.1％減）
歳出額 1,165,785円 （17.3％増）

※　（　　）内は前年度比
平成31年 3月31日現在　5,658世帯

歳入合計
73億8,222万円

自主財源
　34億5,845万円
　　　　　46.8％

依存財源
　39億2,377万円
　　　　　53.2％

その他（依存財源）＊2
4,639万円　0.6％

町税
15億6,002万円
21.1％

分担金・負担金
8,031万円　1.1％
使用料・手数料
1億5,085万円　2.0％

財産収入
1,003万円　0.1％

繰入金
10億3,960万円
14.1％

繰越金
5億3,309万円
7.2％

その他（自主財源）＊1　8,455万円　1.2％
地方譲与税　8,226万円　1.1％

地方消費税交付金
2億3,039万円　3.1％

国庫支出金
4億8,318万円
6.6％

地方交付税
16億5,064万円
22.4％

県支出金
5億2,158万円
7.1％

町債
9億934万円
12.3％

＊1 その他（自主財源）…寄附金、諸収入
＊2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、自動車取得税、地方特例、
　　　　　　　　　　　交通安全対策特別の各交付金

歳出合計
65億9,601万円
【性質別】

義務的経費
　21億8,311万円
　　　　　33.1％その他の経費

　30億4,414万円
　　　　　46.1％

人件費
9億5,719万円
14.5％

公債費
3億9,858万円
6.0％

普通建設事業費
13億5,706万円
20.6％

災害復旧事業費　1,170万円　0.2％

物件費
9億7,765万円
14.8％

積立金
6億6,550万円
10.1％

維持補修費
2,716万円　0.4％

投資的経費
　13億6,876万円
　　　　　20.8％

扶助費
8億2,734万円
12.6％

補助費等
7億8,064万円
11.8％

繰出金
5億9,319万円
9.0％

町民一人当たりに使った金額　488,702円

※特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

①議会費

　

5,840円（1.2％）

②総務費

　

121,368円（24.8％）

③民生費

　

151,191円（30.9％）

④衛生費

　

39,922円（8.2％）

⑤農林水産業費

　

16,337円（3.3％）

⑥商工費

　

14,642円（3.0％）

⑦土木費

　

51,053円（10.4％）

⑧消防費

　

16,536円（3.4％）

⑨教育費

　

41,415円（8.5％）

⑩災害復旧費

　

867円（0.2％）

⑪公債費

　

29,531円（6.0％）
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板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために、

平成30年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の 1に置き換えてつくっています】

　あせびちゃんと弁慶くんちの平成30年度の支出は、食費や医療費・借金の返済等の必ず支払わなければならな
い「義務的経費」が219万円、家や庭の建築・改修等の自分の資産を増やすための「投資的経費」が137万円、生
活費や車・家電品の修理代等の「その他の経費」が304万円で、合計すると年間の支出は660万円（対前年度比＋
104万円）でした。
　一方、基本的な収入は「給料（基本給・諸手当）」と「パート収入｣、「親からの仕送り」及び「繰越金」で543
万円と昨年度から17万円の増額となりましたが、117万円の収入不足が生じました。基本的な収入が増加した主
な要因は、親からの仕送りや繰越金が増加したためです。一方、収入不足が生じた主な要因としては、支出面で
家や庭の建築・改修が大幅に増加したことが挙げられます。
　収入の不足分は、「借金」や「貯金の取り崩し」をすることで何とかやりくりし、支出面でも「食
費」や「生活費」を抑えた結果『78万円』の黒字となりましたが、取り崩した貯金を積み戻
すまでには至りませんでした。
※ 公債費や町債の残高は順調に減少していますが、現在進行している「道の駅」の整備により、
今後増加することが想定されており、また、扶助費も増え続けることが想定されるため、人
件費や物件費等の更なる経費削減や町税の徴収率向上など、自主財源の確保を図ることで堅
実な財政運営に努めます。

収 入

現
金
収
入

給料（基本給）
（町税） 156万円 （－31,800円）

給料（諸手当）
（地方交付税、譲与税・交付金）201万円 （－42,000円）

パート収入
（使用料・手数料など） 33万円 （－21,500円）

親からの仕送り
（国庫支出金・県支出金） 100万円 （＋78,000円）

そ
の
他
収
入

借金
（町債） 91万円（＋574,000円）

貯金の取り崩し
（繰入金） 104万円（＋536,200円）

繰越金
（繰越金） 53万円（＋197,000円）

収入合計 738万円（＋1,289,900円）

　借金及び貯金の総額
　（千分の１に置き換え）
　　　　借金の残高　・・・・・・・・
　　　　（町債・債務負担行為の残高）
　　　　貯金の残高　・・・・・・・・
　　　　（積立金・貸付金などの残高）

468万円
（＋482,700円）

347万円
（－364,600円）

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿

支 出

義
務
的
経
費

食費
（人件費） 96万円 （－7,500円）

医療費
（扶助費） 83万円 （－300円）

借金の返済
（公債費） 40万円 （－15,000円）

経
費

投
資
的
家や庭の建築・改修
（普通建設・災害復旧事業費）137万円（＋821,000円）

そ
の
他
の
経
費

生活費
（物件費・補助費等） 176万円 （－42,100円）

車・家電品の修理代
（維持補修費） 3万円 （＋7,100円）

子どもへの仕送り
（他会計などへの繰出金） 59万円 （＋35,300円）

貯金
（積立金・貸付金など） 66万円（＋238,300円）

支出合計 660万円（＋1,036,800円）

　差引（収入－支出） 78万円（＋253,100円）

前年度からの増減 前年度からの増減
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平成30年度　板野町の基金の状況

区　　分 平成29年度末
現　在　高

平成30年度増減額 平成30年度末
現　在　高 目　　　的

積立額 取崩額

財政調整基金 5億7,006万円 1億34万円 5億109万円 1億6,931万円 長期にわたる財政の健全な
運営

減債基金 5億9,020万円 1億8,000万円 3億6,300万円 4億720万円 公債費の元利償還金・繰上
償還資金への充当

役場庁舎改築等基金 10億5,100万円 3,000万円 － 10億8,100万円
役場庁舎の改築及び土地の
取得、町の各種施策の事業
推進

公共施設等整備基金 3億5,765万円 16万円 3,380万円 3億2,401万円 町の公共施設の整備充実

地方創生基金 4億3,355万円 2億4,050万円 9,765万円 5億7,640万円 町の特性を活かした住みよい
豊かなふるさと創生の推進

ふるさと応援基金 839万円 507万円 389万円 957万円
町内外の個人・団体から
募ったふるさと納税を財源
とした各種事業の展開

吉野川北岸農業用水
推進事業基金 2,522万円 1万円 － 2,523万円 吉野川北岸農業用水事業の

推進、地域農業の再編成

産業振興資本管理基
金 2億3,906万円 9,929万円 － 3億3,835万円

産業団地の洪水調整池、水路
溝等防災施設の保全管理及び
企業立地促進奨励金の交付

あせび温泉やすらぎ
の郷改築等基金 7,610万円 8万円 1,510万円 6,108万円 あせび温泉やすらぎの郷の

改築

高齢者保健福祉基金 1億6,986万円 1,005万円 1,560万円 1億6,431万円
町の特性に応じた高齢者保健福
祉の増進、地域在宅福祉の向上
と健康づくり等の事業推進

合　　計 35億2,111万円 6億6,550万円 10億3,013万円 31億5,647万円

平成30年度　板野町の地方債の状況

区　　　　　分 平成29年度末
現　在　高

平成30年度増減額 平成30年度末
現　在　高発行額 元金償還額

一般会計債 40億9,587万円 9億934万円 3億7,298万円 46億3,224万円

民生債 5,837万円 1,870万円 238万円 7,469万円

公営住宅債 6,780万円 1,770万円 1,787万円 6,763万円

農林水産業債 1億7,352万円 － 2,508万円 1億4,844万円

土木債 4億7,178万円 1億620万円 4,708万円 5億3,090万円

消防債 3,084万円 1億3,610万円 538万円 1億6,156万円

教育債 2億4,090万円 190万円 2,562万円 2億1,718万円

総務債 30億5,266万円 6億2,874万円 2億4,956万円 34億3,184万円

公営企業債 29億610万円 1億3,340万円 1億5,486万円 28億8,463万円

水道事業債 8億4,588万円 5,500万円 5,440万円 8億4,648万円

下水道事業債 20億6,022万円 7,840万円 1億46万円 20億3,815万円

合　　　　計 70億197万円 10億4,274万円 5億2,784万円 75億1,687万円
＊災害復旧事業債は、土木債に含めています。
＊総務債には、減税補てん債及び臨時財政対策債を含めています。
＊平成30年度末現在高合計額のうち43億3,286万円は、地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　　（一般会計債分33億7,004万円、公営企業（下水道事業）債分9億6,281万円）
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平成30年度　特別会計等の決算状況
国 民 健 康 保 険 事 業

●平成30年度板野町国民健康保険事業概要
　健康保険の最後の砦となる国民健康保険ですが、平成30年度決算におきましても1,835万円の歳入不足が発生
し、翌年度会計へ赤字分を繰り越す、非常に厳しい決算状況となりました。
　平成30年度末現在の被保険者数は、3,309人、1人当たりの年間医療費（町国保負担分）は、377,826円となっています。

歳出合計
18億2,719万円

保険給付費
12億6,028万円　（69.0％）

国民健康保険
事業費納付金
4億5,006万円
（24.6％）

総務費
4,121万円　（2.2％）

保健事業費
1,315万円　（0.7％）

諸支出金その他
2,859万円　（1.6％）

前年度繰上充用金
3,390万円　（1.9％）

歳入合計
18億2,719万円

県支出金
12億7,925万円　 （70.0％）

国保税
3億2,998万円
（18.1％）

繰入金
1億8,925万円
（10.3％）

諸収入その他
1,036万円　（0.6％）

歳入欠陥補填収入
1,835万円　（1.0％）

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●平成30年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

歳出合計
790万円

一般会計繰出金
755万円　（95.6％）

事務費
35万円　（4.4％）

歳入合計
848万円

貸付金元利収入
725万円　（85.6％）

前年度繰越金
97万円　（11.4％）

県支出金・諸収入
26万円　（3.0％）

奨 学 金 貸 与 事 業
●平成30年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機
会を等しく与えるための会計です。
　平成30年度末の返還件数は、15件（高校生10名、大学生（県内外）5名）、
　　　　　　　　貸与件数は、14件（高校生 2名、大学生（県内外）12名）でした。

歳出合計
475万円

貸付事業費
415万円　（87.4％）

一般会計繰出金
60万円　（12.6％）

歳入合計
475万円

一般会計繰入金
415万円　（87.4％）

貸付金元利収入
60万円　（12.6％）
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後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●平成30年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、
健全な医療給付を推進しました。
　平成30年度末現在の被保険者数は、2,084人です。

歳出合計
1億6,449万円

後期高齢者医療広域連合納付金
1億6,201万円　（98.5％）

総務管理費
183万円　（1.1％）

諸支出金
55万円　（0.3％）

徴収費
9万円　（0.1％）

歳入合計
1億6,585万円

後期高齢者医療保険料
1億1,192万円　（67.5％）

一般会計繰入金
5,148万円
（31.0％）

前年度繰越金
116万円　（0.7％）

諸収入・その他
129万円　（0.8％）

介 護 保 険 事 業
●平成30年度板野町介護保険事業概要
　高齢者が必要とする医療・保健・福祉サービス等が利用できるように、被保険者の資格管理や要介護・要支援
認定等の窓口業務を行い、介護給付費の適正化に努め、健全な介護給付を推進しました。
　平成30年度末現在の被保険者数は、4,262人、要介護・要支援認定者数は、842人です。

歳出合計
12億7,289万円

保険給付費
10億7,048万円　（84.1％）

総務費
4,544万円
（3.6％）

地域支援事業費
7,112万円
（5.6％）

基金積立金・その他
8,585万円　（6.7％）

歳入合計
13億896万円

保険料
2億6,509万円
（20.3％）

国庫支出金
2億9,062万円
（22.2％）

支払基金交付金
3億149万円
（23.0％）

県支出金
1億7,314万円
（13.2％）

繰入金
1億9,380万円
（14.8％）

前年度繰越金・その他
8,482万円　（6.5％）

公 共 下 水 道 事 業
●平成30年度板野町公共下水道事業概要
　令和元年度中の供用開始に向けて、大寺字岡山路・犬伏の各一部地区で下水道工事を実施しました。
　平成30年度末において、130.7haの認可区域に対して供用開始面積が112.5haとなり整備率は86.1％です。

歳出合計
3億2,697万円

建設費
1億3,891万円
（42.5％）

公債費
1億3,390万円
（40.9％）

総務費
5,362万円
（16.4％）

その他
54万円
（0.2％）

歳入合計
3億2,697万円

繰入金
1億4,942万円
（45.7％）

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
64万円　（0.2％）

町債
7,840万円
（24.0％）

国・県支出金
6,000万円
（18.3％）

使用料等
3,851万円　（11.8％）
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上 水 道 事 業
●平成30年度板野町上水道事業概要
　収益的収支では、収益の確保と費用の削減に努めた結果、2,256万円の純利益となりました。
　事業関係では、川端・犬伏・那東・下庄地区で配水管の布設替工事を実施しました。

事　　項 単位 平成30年度 平成29年度 比較増減
給水戸数 戸 5,355 5,297 58

給水人口 人 13,267 13,329 △ 62

年間配水量 ㎥ 2,423,459 2,450,634 △ 27,175

事　　項 単位 平成30年度 平成29年度 比較増減
供給単価 円 118.1 118.0 0.1

給水原価 円 107.0 105.2 1.8

収益的
支出合計
2億3,014万円

減価償却費
8,110万円
（35.3％）

総係費
3,404万円
（14.8％）

原水浄水費
6,038万円
（26.2％）

企業債利息
1,612万円
 （7.0％）

配水給水費
3,067万円
（13.3％）

業務費
720万円
（3.1％）

特別損失　63万円　（0.3％）

資本的
支出合計
1億3,701万円 建設改良費

8,260万円
（60.3％）

企業債償還
5,441万円
（39.7％）

収益的
収入合計
2億5,270万円

給水収益
2億2,386万円
（88.5％）

営業外収益
2,673万円
（10.6％）

その他営業収益・特別利益
211万円　（0.9％）

資本的
収入合計
1億3,701万円

企業債
5,500万円
（40.1％）

補助金
1,023万円　（7.5％）

加入金　
604万円　（4.4％）

損益勘定留保資金等
6,574万円
（48.0％）

平
成
三
十
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表

　

﹁
財
政
健
全
化
法
﹂
と
は
、
財
政
の
健
全
さ
を
計
る
指
標
に
よ
り
、
地

方
財
政
の
再
建
の
枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
、
そ
れ
ま
で
対
象
か
ら
外
れ

て
い
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
、
さ
ら
に
は

土
地
開
発
公
社
な
ど
の
会
計
も
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

板
野
町
の
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
は
、
全
て
の
指
標
が
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号 )」第 3
条第 1項に基づく健全化判断比率及び同法第22条第 1項に基づく資金不足比率
について次のとおり公表します。

項　　　目 比率
（%）

基準値（%）
状況・分析

早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計等における赤字状
態の深刻度を表す比率

－ 15.00 20.00
昨年度に引き続き、赤
字ではありませんでし
た。

連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全て
の会計における赤字状態の
深刻度を表す比率

－ 20.00 30.00

実質公債費比率
借入金返済の資金繰りにお
ける危険度を表す比率

8.1 25.0 35.0
借入金返済額の減少な
どにより、昨年度より
1.4％減少しました。

将来負担比率
借入残高や他団体への負担
が将来財政をどの程度圧迫
するかを表す比率

－ 350.0
昨年度に引き続き、比
率が算定されませんで
した。

資金不足比率
水 道 事 業 － （経営健全化基準）

20.0

昨年度に引き続き、両
事業とも資金不足額は
生じていません。公共下水道事業 －
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　皆様からいただきましたふるさと納税の寄附金は、「板野町ふるさと応援基金」として指定のあった目
的別に積み立て、それぞれの事業を行う際の一部事業費として充当させていただきます。なお、平成30
年度につきましては下記のとおりです。 
◆ふるさと応援基金◆ （平成30年度末）

寄附の目的 積立残高
◦みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり 2,510,000円
◦安全で美しい田園空間づくり 685,000円
◦連携強化による産業づくり 541,000円
◦人・もの・情報が集う都市基盤づくり 725,000円
◦学びと文化が香るまちづくり 837,000円
◦協働によるまちづくり 730,000円
◦町長が必要と認める事業 3,540,000円

合　　　　計 9,568,000円

◆活用実績◆ （平成30年度）

◦奨学金貸付事業 100万円充当
　勉学に意欲を持ちながら、経済的理由により就学が困
難な高校生及び大学生に奨学金を貸与しました。（一定条
件のもと返還免除を盛り込んだ制度です。）

◦板野町こうのとり応援事業 99万円充当
　不妊治療を行っているご夫婦を支援するため、医療保
険が適用されない不特定不妊治療に要する費用の一部を
助成しました。

◦高齢者タクシー利用助成事業 90万円充当
　町内に 1年以上継続して在住する75歳以上の高齢者に
対して、引きこもり・認知症の予防を目的にタクシー券を
交付しました。

ふるさと納税 がんばる板野町への応援、大変ありがとうございます。
みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。

【
実
施
期
間
】

　
十
一
月
十
二
日
（
火
）

 

〜
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
運
動
を
一
つ
の
機
会
と
と

ら
え
、
地
方
公
共
団

体
、
女
性
団
体
や

そ
の
他
の
関
係
団

体
と
の
連
携
・
協

力
の
も
と
、
社
会

の
意
識
啓
発
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴

力
の
問
題
に
関
す

る
取
り
組
み
を
一

層
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

　
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
六
五
二

－

五
五
〇
三

　
D
V
相
談
ナ
ビ

　（
最
寄
り
の
相
談
窓
口
へ
転
送
）

　
☎
〇
五
七
〇

－

〇

－

五
五
二
一
〇

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
☎
六
七
二

－

五
九
八
八

第 71 回 人 権 週 間
　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世界の全ての人々と全ての国々とが達成す
べき共通の基準として、昭和23年（1948年）12月10日の第 3回国際連合総会において採択されました。
　国際連合は、世界人権宣言の採択を記念して、採択日の12月10日を「人権デー」と定め、加盟国に対し、人権
擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、関係機関等の協力を得て、
「人権デー」を最終日とする 1週間（12月 4日から10日まで）を「人
権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想
の普及高揚に努めております。
　板野町、徳島地方法務局及び徳島県人権擁護委員連合会においては、
今年度の人権週間行事のひとつとして、右記のとおり「特設人権相談
所」を開設し、DV、セクハラ、ストーカーなどの女性に関する人権
問題や、児童虐待、いじめ、体罰など子どもに関する人権問題、高齢
者や障がい者に対する差別や虐待などの人権問題、その他家庭や近隣
関係のくらしの悩みごと等の相談をお受けします。相談は無料で、秘
密は厳守します。

●特設人権相談所
日　時　12月 5日（木）
　　　　午後 1時30分～ 4時まで

場　所　町民センター 2階
　　　　小会議室

お気軽にご相談ください。

お問い合わせ
　役場人権コミュニティ課
　☎672－5988

女
性
に
対
す
る

�

暴
力
を
な
く
す
運
動
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コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　

午
後
一
時
～
三
時

場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
の
開
催
で
す
。）

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
☎
六
七
九
―
四
四
四
〇

成年後見・
相続・遺言
無料相談会の
お知らせ

「視聴覚障がい者支援センター
� 巡回相談」について

マザーグース7地域健康教室
『腸内環境と健康
�～体からのサインに気づくポイント～』 　見えない・見えにくいことによるお困りごと相談

会を実施します。
　見えない・見えにくいことで生活面の不便に感じる
こと、不安に思うことがある方は、この機会にご相談
ください。相談に関しては、身体障がい者手帳の有無
は問いません。事前のお申し込みも不要です。
　また、白杖などの補装具や拡大読書器などの日常
生活用具、視覚障がい者向け便利グッズ等もご紹介
します。

日　程　11月26日（火）
時　間　午後 1時～ 4時まで
場　所　役場 1階会議室（西側）

お問い合わせ
　視聴覚障がい者支援センター　湯浅、阪井
　☎ 631－1400
　〒 770－0005　徳島市南矢三町二丁目 1－59

　腸内環境からのサイン
に気づくポイントを元気
な子供達と一緒に学びま
せんか？

日　時　11月30日（土）
　　　　午後 2時～
場　所　川端老人憩の家
内　容　 腸を元気にすることで健康に過ごすことが

できるってホント？
申　込　先着15名

お問い合わせ
　指定放課後等デイサービス事業所
　マザーグース 7　☎ 635－6286

　お友だち、ご近所、家族に夫婦…円満な関係を
願うあまりに、自分の意見を我慢していませんか？
　また、自分の気持ちがうまく伝わらず、悔しい
思いをした経験はないですか？
　コミュニケーションによる人間関係の悩みは性
格ではなく、伝え方を変えることで解消します。
　自分も相手も大切にした素直に誠実に伝えるコミュ
ニケーション（会話）を一緒に学んでみませんか？

どなたでもご参加いただけます。東公会堂が初めての方も、お気軽にお越しください。

日　　時：11月28日（木）午後 1時30分～ 3時
場　　所：板野町東公会堂
内　　容：さわやかコミュニケーション教室
　　　　　 私も相手も大切にした関係を作る
　　　　　アサーティブコミュニケーション他
講　　師： NPO法人フェミニストカウンセリング神戸理事　

執行照子先生
申込締切：11月21日（木）まで

お申し込み・お問い合わせ　板野町東公会堂　　☎672－2016

板野町東公会堂よりお知らせ

令和元年度つくしの会第7回特別公開講座「あいぽーと徳島 出前講座」

さわやかコミュニケーション教室知っておき
たい

伝える技術
!
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お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。

12月の総合健診の受付が始まりました !!　○印が受診可能な項目です

健診日

特定健診
後期高齢者健診
30歳代健診
生活保護健診

結核肺がん
検　　　診

大腸がん
検　　診

胃 が ん
検　　診

前立腺がん
検　　　診

乳 が ん
検　　診

肝炎ウイルス
検　　　　診

腹部超音波
検　　　診

令和元年12月6日（金） ○ ○ ○ ○ ○ — ○ ○
12月 7日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月20日（金） ○ ○ ○ ○ ○ — ○ ○
12月21日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和2年1月14日（火） — — — — — — — ○

【受 付 時 間】午前 8時～10時
【健 診 会 場】冨士ファニチアふれあいプラザ（町民ふれあいプラザ）
【予約の方法】11月 1日（金）より予約開始　午前 8時30分～午後 4時（土日祝を除く）
　　　　　　 予約後、問診票を窓口手渡しまたはご自宅に郵送します。
　　　　　　 町民センター健康相談室までご連絡ください。
　　　　　　 ☎672－5580

＊乳がん検診は先着30名、超音波検診は先着35名まで。
＊予約状況により混雑緩和のため受付時間の変更をお願いすることがあります。
＊予約なしの当日受付も可能ですが、スムーズに健診が進められるように予約をご利用ください。
＊国保特定健診、後期高齢者健診を受診される方は、受診券、保険証をご持参ください。
＊ 超音波検診のみの日程を追加しました。1月14日の超音波検診は、集団健診で超音波検診を予約で
きなかった方を優先にご案内します。9月、12月の集団健診で定員オーバーのためお申し込みがで
きなかった方はご利用ください。

日　時　令和元年11月26日（火）　午後 1時30分から 3時まで　
場　所　町民センター
講　師　福島内科　福島泰江氏
テーマ　健康診断の結果を活用し、のばそう健康寿命！！
　　　　～糖尿病から腎臓を守ろう～
＊ 糖尿病専門医より個別相談を受けることができます。希望者には、簡易血糖検査を実施します。当日
は健診結果をお持ちください。

【お問い合わせ】
　がん検診について　役場福祉保健課健康相談室（町民センター内）　☎672－5580
　国保特定健診・後期高齢者健診について　役場住民課　　　　　　☎672－5984

【お申し込み】　役場福祉保健課健康相談室　☎672－5580

今年度、最後の集団健診です！
 ぜひ、お受けください！

血管若返り教室のおしらせ
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　人生100年時代となっています。元気で長生きのコ
ツの一つは運動です。いつまでも元気に体を動かす「運
動」を楽しくできるように、簡単な長寿体操をしてみ
ませんか？
日　　時　11月29日（金）　午前11時～12時
場　　所　 国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校　第 2教室
テ ー マ　｢（仮）楽々長寿体操｣
講　　師　看護学校教員　松田真澄、西村麻紀
参 加 費　無料
申込方法　電話にて受付しています。
　　　　　 ①氏名②連絡先をお伝えください。個人

情報の取り扱いは適正に行います。
申込締切　11月27日（水）
＊ 当日学生祭も行っています。
お申し込み・お問い合わせ
　国立病院機構東徳島医療センター附属看護学校
　☎ 672－4534　 FAX：637－5503
　（住所：板野町大寺字大向北 1－1）

　徳島航空基地開隊61周年記念行事に合わせて、徳島
航空基地を公開します。皆様のご来場をお待ちしてい
ます。
日　時　11月17日（日）　午前 9時～午後 3時
場　所　海上自衛隊徳島航空基地
催しの内容　 航空機飛行展示、航空機地上展示、その他各種イベント等
その他
◦ 基地内に駐車場はありません。車で来場される方は、
アクアきらら月見ヶ丘（旧吉野川浄水センター）臨
時駐車場または免許センター前（旧徳島空港駐車場）
臨時駐車場をご利用ください。無料シャトルバスを
運行します。
◦ 徳島県運転免許センター駐車場はご利用になれませ
んのでご注意ください。
◦ 詳しくは、徳島教育航空群のホームページを確認く
ださい。
お問い合わせ　海上自衛隊　徳島教育航空群　広報室
　　　　　　　☎699－5111　内線 3234
　　　　　　　（住所：板野郡松茂町住吉字住吉開拓38)

東徳島医療センター附属看護学校
公開講座のご案内

徳島航空基地開隊61周年
記念行事のお知らせ

高齢者用インフルエンザ予防接種（定期予防接種）
� を実施します。
（対 象 者）板野町に住民登録がある方で以下の①、②に該当する方
　① 65歳以上の方
　②  60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓または呼吸器機能に日常生活が極度

に制限される程度の障がいを有する方、またはヒト免疫不全ウイルスに
より免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方

　上記①、②以外の方は任意予防接種となり全額自己負担になります。
（接種当日持参するもの）
　○町内の医療機関には、予診票を設置しています。
　　①の方は、本人確認のため保険証をご持参ください。
　　②の方は、身体障害者手帳または医師の診断書をご持参ください。
　○ 町外の医療機関で接種する場合は、上記に加えて予診票が必要ですので、事前に役場福祉保健課へお
越しください。接種可能な医療機関等であるか確認後 *1）、予診票をお渡しします。

（実施期間） 令和元年11月1日から令和2年1月15日まで（ただし、ワクチンがなくなり次第、終了になります）
（接種料金）1,600円（ただし、65歳以上の生活保護世帯に属する方は免除）

＜接種を受けることができる町内の医療機関＞
医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号

井 上 病 院 犬　伏 ☎672－1185 豊 岡 医 院 大　寺 ☎672－0052
近 藤 内 科 医 院 那　東 ☎672－5630 ファミリークリニックしんの 下　庄 ☎672－5148
三 愛 内 科 吹　田 ☎672－0176 福 島 内 科 西中富 ☎672－4970
新 野 医 院 下　庄 ☎672－0571 みやざき内科診療所 羅　漢 ☎672－6618
竹 本 内 科 大　寺 ☎672－0174

*1） 高齢者用インフルエンザ予防接種は、県内で委託契約している医療機関等で実施します。町外の医療機
関等で接種希望される場合は、契約医療機関等であるか確認する必要があるためです。

お問い合わせ　　役場福祉保健課　予防接種係　☎ 672－ 5986
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　板野町では、今年も11月を「町税
や国保税、また水道使用料・住宅使
用料・住宅新築資金等貸付金などの
徴収月間」と定め、督促状や催告通
知書を発送させていただくとともに、
一部のご家庭につきましては、町職
員が町税納付や納付相談のため、直
接ご家庭を訪問させていただく予定
としております。
　ご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。

「町税や国保税、また水道使用
料・住宅使用料・住宅新築資金
等貸付金などの納付」について

いろどり親子クッキング教室参加者募集
～米粉のクリスマスケーキ作り～

　米粉のスポンジケーキを使ったクリスマスケーキ作
り教室を開催します。親子で楽しくクリスマスケーキ
を作ってみませんか？
　参加をご希望の方は、下記の事項をお読みの上、ふ
るさと工房まで参加料を添えてお申し込みください。

◦対象： 『町内の幼稚園児及び小学校 1、2、3年生』
と保護者（ご家族）の方

　※ お子さんだけでの参加はできません。保護者の方
の参加が必要です。

◦日時：12月 8日（日）午前10時30分～
◦場所：町民センター

◦当日用意するもの
　 エプロン、三角巾、マスク、タオル、飲み物、ケー
キを入れる箱またはタッパー等
　※ 作ったケーキをお持ち帰りいただきます。（ケー

キの大きさは直径18cmです。）
◦参加費：ケーキ 1つにつき500円
　※ 当日不参加の場合でも返金できませんので、ご了

承ください。
◦募集人数：親子10組程度（先着順）
◦申込・お問い合わせ
　 参加料をふるさと工房までご持参ください（電話で
営業日であるかをご確認の上、お越しください）。
詳しくはふるさと工房までお問い合わせください。

今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
　
第
四
期

●
介
護
保
険
料
　
第
四
期

●
国
民
健
康
保
険
税
　
第
四
期

で
す
。

納
期
限
は

十
二
月
二
日
（
月
）

 

で
す
。

納
付
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

※ 

税
金
・
保
険
料
は
、
納
期
限
を

経
過
し
、
督
促
状
発
付
の
日
か

ら
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

町
税
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
指
定
し
た
金
融

機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座

か
ら
、
町
税
を
自
動
的
に
振
替

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
板

野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
三

今
月
納
期
の
税
金
・

�

保
険
料
の
お
知
ら
せ

申込締切11月29日（金）

ふるさと工房（板野町ふるさと味づくり研究会）　☎672－5979　　〒779－0105　板野町大寺字露ノ口55－2（商工会北側）
　※営業時間：午前 9時～午後 4時　※定休日：不定休
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お
　

知
　

ら
　

せ 　秋の全国交通安全運動の期間中に県下一斉交通事故
死ゼロを目指す日に伴ったキャンペーンを行いました。
　今回のキャンペーンは交通安全協会や交通安全母の
会、徳島板野警察署の方々に加え、板野郵便局、阿波
銀行板野支店と徳島銀行板野支店の方々にも参加して
いただき、阿波銀行前の交差点で立哨を行いました。
　また、同時刻
に高齢者推進委
員の方々と交通
安全教育指導員
が町内 3箇所の
交差点で立哨を
行いました。

板野町消費生活相談所 ☎672-6099    FAX 672-1113
むっとしたら救急！

☎0120-783-577（フリーダイヤル）
な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

相談受付時間 月曜日～金曜日  午前９時～午後３時
※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ

交通事故死ゼロを目指す日
 キャンペーン（9月24日）

9月の相談件数は 30 件でした。

消費者トラブル
日　時：11月22日（金）　午後 1時30分～ 3時
場　所：冨士ファニチアふれあいプラザ　（板野町町民ふれあいプラザ）
講　師：上方落語　桂　七福 氏
　　　　 「笑いながらの気づきと学び」をテーマに活動されている落語家桂七

福さんを講師にお迎えします。最近の消費者トラブルについて楽しく
学びましょう。

●「おさいふ学ミニ講座第 7回」

≪活動報告≫

振り込め詐欺防止啓発キャンペーンに板野中学校も参加！
　10月15日（火）町内の各金融機関前で実
施するキャンペーンに徳島板野警察署、消費
者協会、消費生活相談所に加え、今年は板野
中学校の生徒も参加しました。中学生は種か
ら育てたポット苗を、消費者協会の皆さんは
啓発グッズをそれぞれ手渡しながら、「詐欺
に遭わないように気をつけてくださいね」と呼びかけました。

　板野保育園では、臨時保育士を随時募集してい
ます。
▪職　　種：保育士
▪雇用期間：雇用決定～令和 2年 3月31日
▪勤 務 先：板野保育園
▪資格要件： 保育士・幼稚園教諭・小学校教諭・

養護教諭
▪勤務時間：午前 8時30分～午後 5時15分
　　　　　　※勤務時間は相談に応じます
▪募集人員：若干名
▪応募方法： 市販の履歴書に必要事項（写真必

要）を記入し、板野保育園まで提
出してください。※郵送提出不可

▪試験日程：応募に準じて面接試験
お問い合わせ
　板野保育園
　☎672－2101　FAX：672－5137

臨時保育士募集
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　青少年の健全育成を目的として、「長なわとび大会＆
つな引き交流会」を開催します。
日　時　11月24日（日）　午前 9時～12時
場　所　カローリング協会あせび板野健康の館アリーナ
　　　　（健康の館アリーナ）
対　象　町内在住の方
条　件　4名以上での参加
主　催　青少年健全育成板野町民会議
　　　　板野町子どもを守る会

お問い合わせ
　板野町教育委員会　
　☎672－0136

『長なわとび大会＆
� つな引き交流会』開催第74回国民体育大会

出場選手
　9月28日から10月 8日まで茨城県で開催された
第74回国民体育大会に板野町から次の 3名の方が、
選手並びに監督として出場しました｡

第74回国民体育大会出場者名（敬省略）
氏　　名 競　　技

島
シマ

　津
ヅ

　沙
サ

也
ヤ

花
カ

弓道（選手）少年女子

田
タ

　浦
ウラ

　昇
ショウ

　真
マ

相撲（選手）少年男子

岩
イワ

　川
カワ

　大
ダイ

　助
スケ

相撲（監督）成年男子

　芸術・文化・実りの秋。
　板野町文化協会のみなさんが、この 1年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
　作品や舞台を通して交流を深めてみませんか。

場　所 文化の館 入場料 無料

第35回　文　化　展
日　時　11月 9日（土）から10日（日）
　　　　午前10時～午後 5時
作　品　 写真・書道・盆栽・手芸・洋画・日本画・華

道など
チャリティバザー（予定）

第23回　芸　能　祭
日　時　11月10日（日）午後 1時開演
舞　台　板野町紹介
　　　　『町内の霊場　第 2部大日寺』
　　　　 三味線・詩吟・コーラス・舞踊・吹奏楽・フ

ラダンス・町民音頭・みんなで歌おう

お問い合わせ　板野町文化の館　☎672－5888

令和元年度 板 野 町 文 化 祭

裁
判
員
制
度

　
〜
ま
も
な
く
名
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通
知
を
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し
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す
〜
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板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

3 4 5 6 7 8 9
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

10 11 12 13 14 15 16
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ休み

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
チアダンス教室（南公）

17 18 19 20 21 22 23
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室

24 25 26 27 28 29 30
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

ショートテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Jrテニス教室
中級テニス教室

第14回 板野町長杯
グラウンド・ゴルフ町民交流大会
日　　時　11月25日（月）

場　　所　田園パーク・スポーツガーデン

受　　付　午前 8時30分～

ゲーム開始　午前 9時～

参加対象　中学生以上から参加できます。
　 参加選手は組合せで1チーム5～6名で編成します。

お問い合わせ
　板野町東支部　　稲垣　敏　　☎ 672－1842
　ぴょん太クラブ　高原　恵次　☎ 672－2051
　板野町西支部　　久米　守　　☎ 672－2385
　板野町南支部　　晃曻　勝　　☎ 672－0864

　スポーツや地域活動を通じ健全な健康づくりをしましょ
う。全員に参加賞あり。
日　時　12月15日（日）　受付開始午前 8時30分～
　　　　　　　　　　　　試合時間午前 9時～午後 3時
場　所　カローリング協会あせび板野健康の館
　　　　アリーナ内（板野町健康の館）
試合方法　 ダブルス　4ゲーム先取・ノーアド
　　　　（参加者少数の場合ミックスダブルスあり）
対　象　 町内にお住まい、またはお勤め先・通学先の住所

地のいずれかが町内の方、近隣地区のテニス愛好
者の方（男女問わず）

募集人数　 20組（64才以下の部10組・65才以上の部 10組）
※年齢は令和元年12月末現在

参加料　 ぴょん太会員以外の方は当日500円が必要（学生
は無料）

準備物　室内シューズ
申込方法　健康の館入口右側に申込受付箱を設置
　　　　 可能な限りペアでお申し込みください。1人申込

の場合は事務局でペアを決めさせていただきます。
申込締切　11月20日（水）
お問い合わせ
　板野ぴょん太スポーツクラブ　尾田　☎090－5910－7249

第2回板野室内テニス大会のお知らせ
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其
の
百
四

堤　

高
数

　

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

五
月
、
当
時
の
建
設
省
四
国
地
方

建
設
局
が
出
版
し
た
﹃
吉
野
川
︱

そ
の
治
水
と
利
水
︱
﹄（
国
土
開

発
調
査
会
発
行
）
の
調
査
報
告
書

が
あ
る
。

　

わ
が
郷
土
徳
島
を
う
る
お
す
、

そ
の
母
な
る
大
河
四
国
三
郎
吉
野

川
を
、
そ
の
治
水
と
利
水
の
視
点

か
ら
見
渡
し
た
貴
重
な
国
の
書

だ
。

　

吉
野
川
沿
岸
の
耕
地
は
主
と
し

て
池
田
か
ら
下
流
に
あ
り
、
そ
の

面
積
は
お
よ
そ
一
五
，
〇
〇
〇

h
a
で
あ
る
。
一
般
に
耕
地
は
河

面
よ
り
相
当
高
く
、
河
水
を
直
接

利
用
す
る
の
が
困
難
な
う
え
に
土

地
の
大
部
分
が
古
く
か
ら
藍
、
さ

と
う
き
び
、
あ
る
い
は
桑
な
ど
の

畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
あ
ま
り

多
く
の
農
業
用
水
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
川
を
そ
の

水
源
と
し
て
い
る
耕
地
は
約
半
分

の
七
，
三
〇
〇
h
a
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
他
は
支
流
、
伏
流
水
、
地
下

水
、
溜
池
な
ど
に
水
源
を
求
め
て

い
る
。
本
川
か
ら
の
取
水
方
法
は

大
半
が
機
械
揚よ

う

水す
い

で
、
自
然
取
水

に
よ
っ
て
い
る
耕
地
は
比
較
的
取

水
の
容
易
な
麻
名
用
水
、
板
名
用

水
な
ど
に
か
か
る
二
，
五
三
〇

h
a
の
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は

す
べ
て
機
械
揚
水
に
頼
っ
て
お

り
、
そ
の
数
お
よ
そ
二
，
〇
〇
〇

台
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
吉
野
川
の
治
水
と

利
水
に
つ
い
て
は
、
わ
が
町
板
野

町
も
、
阿
波
の
母
な
る
大
河
吉
野

川
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
の
歴
史
を

刻き
ざ

ん
で
き
た
。
町
の
過
去
に
は
、

悲ひ

惨さ
ん

な
洪
水
に
よ
る
災
害
も
、
た

び
た
び
あ
っ
た
こ
と
も
、﹃
板
野

町
史
﹄
に
は
記
録
に
の
こ
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
吉
野
川
本
流
に
、
寛
文

十
二
（
一
六
七
二
）
年
第だ
い

十じ
ゆ
う

堰ぜ
き

が

で
き
、
そ
の
治
水
と
利
水
が
大
き

く
変
化
し
た
。
そ
の
経け
い

緯い

は
、
以

前
こ
の
歴
史
散
歩
で
紹
介
し
て
い

る
。

　

以
後
わ
が
町
板
野
も
、
暴あ
ば

れ
川

だ
っ
た
旧
吉
野
川
、
か
つ
て
の
本

流
が
流
れ
、
そ
の
水
を
利
用
し
て

き
た
。

　

本
町
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
藍
作
の
盛
ん
な
地
帯
で
あ
っ

た
た
め
、
夏
の
旱か

ん

魃ば
つ

か
ら
藍
を
守

る
た
め
に
井
戸
水
を
汲
み
あ
げ
る

は
げ
し
い
「
水
取
り
」
の
労
働
を

毎
年
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　

こ
の
藍
の
裏
作
と
し
て
、
労
働

力
を
養
う
麦
が
栽
培
さ
れ
た
。
明

治
の
末
期
ご
ろ
か
ら
藍
の
衰
退
に

つ
れ
て
、
養
蚕
の
時
期
に
入
る

が
、
畑
は
桑
園
と
麦
畑
と
が
相
半

し
た
。
そ
の
頃
か
ら
政
府
の
稲
作

奨
励
に
と
も
な
っ
て
水
利
組
合
が

各
地
に
結
成
さ
れ
、
小
規
模
な
組

合
を
単
位
と
し
た
二
毛
作
田
の
開

拓
が
進
み
、
稲
作
と
麦
作
を
主
体

と
す
る
農
業
形
態
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
﹃
板
野
町
史
﹄
は
、

吉
野
川
の
利
用
に
つ
い
て
記
録
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
板
野
町
に
は
、
吉
野
川

本
流
を
利
用
し
、
板
名
用
水
、
北

岸
用
水
の
建
設
が
続
け
ら
れ
た
。

現
在
吉
野
川
の
水
を
利
用
し
た
利

水
事
業
は
、
安
定
し
て
い
る
。

　

吉
野
川
の
利
水
と
い
え
ば
、
板

野
町
の
上
水
道
が
浮
か
ぶ
。

　

九
月
二
十
五
日
午
後
、
板
野
町

役
場
の
水
道
課
に
、
松
浦
課
長
を

た
ず
ね
、
町
の
上
水
道
利
用
の
状

況
な
ど
を
聞
い
た
。

　

現
在
町
の
上
水
道
利
用
家
庭

は
、
一
万
三
千
余
軒
、
ほ
ぼ

九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
利

用
し
て
い
る
。
一
日
の
利
用
水
道

水
、
六
千
立
方
メ
ー
ト
ル
に
近
い

と
い
う
。

　

水
道
の
水
の
取
水
場
は
、
板
野

町
新
田
と
西
中
富
の
二
个
所
に
あ

る
。
板
野
町
吹
田
平
山
に
、
浄
水

場
が
あ
る
。

　

板
野
町
川
端
や
大
坂
な
ど
、
高

い
地
域
へ
の
配
水
は
、
揚
水
機
が

各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
今
回
の
水
道
課
長
の
聞
き

取
り
で
驚
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら

町
の
水
道
水
は
、
旧
吉
野
川
沿
い

の
二
个
所
の
揚
水
場
で
、
地
下
水

を
汲く

み
上
げ
、
対
応
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
旧
吉
野
川
の
水

を
利
用
し
て
い
な
い
と
い
う
。
板

野
町
に
は
地
下
水
脈
が
、
脈
々
と

流
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

私
の
吉
野
川
の
想
い
出
と
い
え

ば
、
幼
い
頃
ウ
ナ
ギ
や
ト
ッ
カ
イ

貝
を
捕
っ
た
こ
と
、
大
寺
橋
の
欄ら
ん

干か
ん

か
ら
川
に
飛
び
込
み
、
泳
い
で

遊
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
初
夏
の
橋

の
花
火
大
会
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
懐
か

し
い
想
い
出
だ
。

　

か
つ
て
現
在
の
板
野
高
等
学
校

の
南
側
に
ポ
ン
プ
の
揚
水
場
も

あ
っ
た
。
大
寺
と
西
中
富
に
ひ
ら

た
舟
の
停
泊
場
も
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
懐
か
し
い
、
か
つ
て
の
板
野

町
の
吉
野
川
の
光
景
だ
。

　

吉
野
川
の
恵め

ぐ

み
を
受
け
て

平山の水道浄水場
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其
の
百
四

堤　

高
数

ま
ち
の
う
ご
き
令
和
元
年
10
月
24
日
現
在

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,574 1,232 1,679 6,485 △ 17

女 3,931 1,339 1,694 6,964 △ 10

合　計 7,505 2,571 3,373 13,449 △ 27

世　帯 3,239 1,061 1,373 5,673 △ 11

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

親
　
の
　
氏
　
名

子
　

の
　

名

住
　
　
所

性
　

別

岩　

金　

祐　

樹　

・　

琴　

乃

桝　

井　

裕　

也　

・　

万　

輝

吉　

田　

健　

太　

・　
　

操

近　

藤　

浩　

輝　

・　

由
花
理

凌
リ
ョ
ウ　

司ジ

莉リ　

緒オ

一カ
ズ　

輝キ

暖ハ
ル　

哉ヤ

吹　
　

田

大　
　

寺

犬　
　

伏

那　
　

東

男女男男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
　
　
名

年
　
　
齢

住
　
　
所

阿

　

部

　

桂

　

子

桝

　

井

　

孝

　

敏

奥

　

尾

　

節

　

子

緒

　

方

　

輝

　

夫

森

　

田

　

君

　

惠

林

　

　

　

　

子

川

　

本

　

繁

　

利

67718589929069

大　

寺

川　

端

川　

端

大　

寺

犬　

伏

大　

寺

大　

坂

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

夫
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

妻
　
の
　
氏
　
名

住
　
　
所

堺　
　
　
　
　

翼

那　

東

米　

澤　

里　

穗

高
松
市

ファミリースポーツのご案内

＜なぞなぞ問題＞
トウはトウでも、出かけるときに、おなかいっぱいに
 飲み物をのんでから出かけるトウってな～んだ？

ヒント：その飲み物がわたしたちの役に立つよ！
（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
 

☆（10月）なぞなぞ問題のこたえ☆
月（つき）

（丸くて白い、常に丸くない、明るかったり暗かったりする。半分になったりする。
 その表面を歩いた人は、運の良い数人だけ。これってなぁ～んだ？）

日　時：11月22日（金）午後 7時30分～
場　所：カローリング協会あせび板野健康の館
　　　　（田園パーク健康の館アリーナ内）
種　目： ラージ卓球・バウンドテニス
準備物：室内シューズ・水分補給のための水筒
※ ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方は
ご持参ください。
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。

お問い合わせ　板野町教育委員会　☎ 672－0136
　　　　　　　板野町健康の館　　☎ 672－3333

参加
無料

　標準営業約款制度は、
法律で定められた消費
者（利用者）擁護に資
するための制度です。
　厚生労働大臣認可の
約款に従って営業する
ことを登録した、「理
容店」、「美容店」、「ク
リーニング店」、「めん

類飲食店」、「一般飲食店」では、店頭に Sマークを
掲げています。登録店は、安心・安全・衛生を約束
する信頼できるお店です。

　詳しくは、（公財）徳島県生活衛生営業指導セン
ター（☎623－7400）までお問い合わせください。

『標準営業約款制度
� ［Sマーク］をご存じですか！』

厚生労働大臣認可
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町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
11

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
12

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

5

火

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

6

水

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

7

木

肺
が
ん
巡
回
検
診

8

金

立
冬

肺
が
ん
巡
回
検
診

9

土

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

10

日

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

板
野
町
芸
能
祭
（
文
化
の
館
）　

午
後
1
時
開
演

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　

午
後
2
時
～

11

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

12

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

13

水

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

14

木

は
ら
ぺ
こ
ク
ラ
ブ
（
東
公
会
堂
）　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

15

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

16

土

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
2
時
30
分
～
3
時

日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

1

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

2

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

3

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

4

水

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

5

木

特
設
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

6

金

総
合
健
診
（
特
肺
胃
大
超
）（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
前
8
時
～
10
時

7

土

大
雪

総
合
健
診
（
特
肺
胃
大
乳
超
）（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
前
8
時
～
10
時

8

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

9

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

10

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
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日

曜
日

行　

事
╱
事　

業

17

日

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
い
た
の
（
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
）

10
㎞
開
会
式　

午
前
8
時
30
分
（
10
㎞
受
付　

午
前
7
時
30
分
～
・
4
㎞
受
付　

午
前
9
時
30
分
～
）

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

18

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

19

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

20

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

あ
せ
び
サ
ロ
ン
（
あ
せ
び
温
泉
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
2
時
30
分
ま
で
）

21

木

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
（
東
公
会
堂
）　

午
前
9
時
30
分
～
12
時

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

22

金

小
雪

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
（
健
康
の
館
）　

午
後
7
時
30
分
～

23

土

勤
労
感
謝
の
日

24

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）　

午
後
2
時
～

25

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

26

火

血
管
若
返
り
教
室　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

27

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

28

木

乳
児
健
診
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

つ
く
し
の
会
（
東
公
会
堂
）
午
後
1
時
30
分
～
3
時

29

金

30

土

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
～
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

11　月
5

火

川

原

眼

科
上
板
町

６
９
４

－

８
３
８
８

6

水

浦

田

病

院
松
茂
町

６
９
９

－

２
９
２
１

7

木

芳

川

病

院
松
茂
町

６
９
９

－

５
３
５
５

8

金

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

６
９
９

－

２
７
８
７

9

土

井

内

内

科
上
板
町

６
９
４

－

５
３
５
３

10

日

こ
う
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

６
９
３

－

１
１
０
３

11

月

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

６
９
９

－

３
７
７
７

12

火

井

上

医

院
松
茂
町

６
９
９

－

８
０
７
０

13

水

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町

６
７
８

－

８
５
８
５

14

木

新

居

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
８
０
８

15

金

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

５
１
５
７

16

土

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

６
９
４

－

２
０
０
９

17

日

新

野

医

院
板
野
町

６
７
２

－

０
５
７
１

18

月

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

８
６
５
５

19

火

堀
口
整
形
外
科
北
島
町

６
９
８

－

５
１
１
１

20

水

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

０
３
０
３

21

木

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

６
９
８

－

３
１
１
１

22

金

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

６
９
４

－

２
０
０
８

23

土

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

６
９
２

－

１
２
７
７

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

11　月
24

日

竹

本

内

科
板
野
町

６
７
２

－

０
１
７
４

25

月

平

野

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
０
６
０

26

火

山
田
外
科
内
科
北
島
町

６
９
８

－

５
５
０
０

27

水

吉
野
川
病
院
北
島
町

６
９
８

－

６
１
１
１

28

木

片

山

医

院
北
島
町

６
９
８

－

２
６
２
５

29

金

高

田

整

形

外

科

病

院
北
島
町

６
９
８

－

８
６
８
９

30

土

友

成

医

院
上
板
町

６
９
４

－

５
５
１
５

12　月
1

日

井

上

病

院
板
野
町

６
７
２

－

１
１
８
５

2

月

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

６
９
８

－

０
１
２
３

3

火

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
８
８
７

4

水

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

２
２
２
１

5

木

つ

か

さ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

２
３
２
３

6

金

中
村
耳
鼻
咽
喉

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

３
２
１
３

7

土

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

６
３
７

－

６
０
６
６

8

日

三

愛

内

科
板
野
町

６
７
２

－

０
１
７
６

9

月

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

９
６
２
９

10

火

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

６
９
８

－

５
１
０
８

※�

休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
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あ
と
が
き

11月・12月の休館日　表中 
12月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

№
284

文
化
の
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
は
な
し
会 �

日
時
　
十
一
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
図
書
館

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

●
新
し
く
は
い
る
本 �

【
一
般
書
】

枝
元
な
ほ
み
の
今
夜
は
お
で
ん

�

枝
元
　
な
ほ
み
／
著

基
本
調
味
料
で
作
る
鍋

�

市
瀬
　
悦
子
／
著

福
を
招
く
干
支
の
お
針
仕
事

�

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
／
編

ス
ワ
ン�

呉
　
勝
浩
／
著

夜
は
お
し
ま
い�

島
本
　
理
生
／
著

み
ち
づ
れ
の
猫�

唯
川
　
恵
／
著

い
も
う
と�

赤
川
　
次
郎
／
著

最
果
て
の
決
闘
者�

逢
坂
　
剛
／
著

サ
ン
ズ
イ�

笹
本
　
稜
平
／
著

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ッ
シ
ュ

�

山
田
　
詠
美
／
著

奔
る
男�

堂
場
　
瞬
一
／
著

翡
翠
城
市�

フ
ォ
ン
ダ
・
リ
ー
／
著

【
児
童
書
】

わ
き
だ
せ
！
い
の
ち
の
水

�

た
け
た
に
　
ち
ほ
み
／
著

食
品
ロ
ス
の
大
研
究

�

井
出
　
留
美
／
監
修

リ
ュ
ッ
ク
を
し
ょ
っ
て

�

村
上
　
康
成
／
作
・
絵

か
が
み
と
チ
コ
リ�

角
野
　
栄
子
／
作

お
お
ゆ
き�

最
上
　
一
平
／
作

今
、
空
に
翼
を
広
げ
て

�

山
本
　
悦
子
／
著

髑
髏
の
手
ま
り
歌�

廣
島
　
玲
子
／
作

く
い
し
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

�

中
川
　
ひ
ろ
た
か
／
作

新
着
図
書
案
内

「
人
間
」

�

又
吉　

直
樹
／
著

　
僕
た
ち
は
人
間
を
や
る
の
が
下
手

だ
。
東
京
で
漫
画
家
の
夢
に
破
れ
た
男

が
、
三
十
八
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
か
つ

て
の
同
世
代
の
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
青
春
後
も
続
く

人
生
の
残
酷
さ
や
救
済
を
描
い
た
、
著

者
初
の
長
編
小
説
。

「
だ
れ
も
し
ら
な
い
図
書
館
の
ひ
み
つ
」

�

北
川　

チ
ハ
ル
／
作

　
こ
こ
は
、
夜
長
森
図
書
館
。
夜
長
小

学
校
の
中
に
あ
る
、
町
の
人
も
使
え
る

学
校
図
書
館
で
す
。
や
さ
し
い
司
書
の

し
お
り
さ
ん
も
知
ら
な
い
真
夜
中
の
ひ

み
つ
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
合
図
と
と
も
に
、

本
た
ち
の
お
目
覚
め
タ
イ
ム
の
は
じ
ま

り
で
す
。

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

地
域
や
保
護
者
の
方
に

　
　
　
　

 

支
え
ら
れ
て

板
野
南
幼
稚
園

　

六
月
、
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
の

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
で
あ
る
下
庄

駐
在
所
の
阿
満
さ
ん
ご
夫
妻
と

本
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ご
夫
妻
が

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
い
て
く
れ

ま
し
た
。
ボ
ー
ル
送
り
や
ボ
ー

ル
当
て
等
、
子
供
達
は
生
き
生

き
と
し
た
表
情
で
取
組
、
普
段

ボ
ー
ル
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
子
供
も
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
お
も

し
ろ
さ
や
体
を
動
か
す
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
六
月
、
阿
波
鳴
連
所

属
の
保
護
者
の
方
が
阿
波
踊
り

教
室
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

子
供
達
の
た
め
に
と
十
五
名
の

連
員
の
方
が
熱
気
溢
れ
る
踊
り

や
鳴
り
物
を
披
露
し
て
く
れ
た

り
、
踊
り
方
を
教
え
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た
。
子
供
達
も
参
加

し
て
い
た
保
護
者
も
た
ち
ま
ち

魅
了
さ
れ
、
ヤ
ッ
ト
サ
ー
ヤ
ッ

ト
サ
ー
と
踊
る
こ
と
を
心
の
底

か
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

南
幼
稚
園
は
地
域
や
保
護
者

と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、
人
参

抜
き
や
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
を
始

め
と
し
て
、
木
工
教
室
や
警
察

音
楽
隊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
実
現

し
て
き
ま
し
た
。
子
供
達
に
本

物
に
触
れ
て
生
き
た
体
験
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と

で
子
供
達
は
豊
か
な
体
験
を
し

て
、
明
る
く
元
気
に
成
長
を
し

て
い
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
や
保
護

者
と
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら

子
供
達
を
共
に
育
て
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
た
夏

が
終
わ
り
、
早
い
も
の
で
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
二
か
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

の
頃
よ
り
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
方
が
時
間
が
経
つ
の
が

早
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
し
い
経
験
が
少
な
く
な
り
、

感
動
が
な
く
な
る
か
ら
だ
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
あ
る
大
学
の
研
究
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
す
ぎ

も
時
間
の
感
覚
を
加
速
さ
せ

る
そ
う
で
す
。
時
間
を
決
め

て
使
う
な
ど
、
使
い
方
に
気

を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

サッカー教室
� 力を合わせてボール送り

阿波踊り教室
� ぞめきのリズムに合わせてヤットサー
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


